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プログラム

日　　時

会　　場

参加人数

2024年1月13日（土）14:00～17:00
千里文化センター「コラボ」集会場
27名

第 1回ワークショップ
地域に必要な取り組みを考えようまちのポテンシャルや魅力を

向上させ、活力ある地域にし
ていくためには、行政だけで
はなく、みなさまにまちづく
りに積極的にご参加いただく
ことが必要です。

て千里中央駅前の再整備が進み、まちが変わろうとしているこのタイミングだから
こそ、地域のみなさんと活性化について考えていきたいと思っています。まちには
活動が必要であり、それがまちの魅力につながっていきます。その活動の指針とし
て「千里みらいマップ（仮）」をつくろうと思っています。昨年度からの市民ワーク
ショップ、自治会ヒアリング、企業ワークショップを通じて得られた意見をまとめ
たものをもとに、今回はみなさんからさらにご意見をいただきたいと思います。

NewsLetter

1千里ニュータウンでの市民協働事例のご紹介
これまで豊中市が地域のみなさんと協働で取り組んでいる活動とし
て、千里キャンドルロード、せんちゅう芝生ナイトシアター、SENRI 
PARK LIFE DESIGN、グリーンスローモビリティ、千里まちあそびDay
＠東町について、豊中市の森さんからご紹介がありました。

ワーク：取り組みについて考える
千里みらいマップ（仮）で紹介されている取り組みのうち、これはぜ
ひ進めていったほうがいいという取り組みをグループごとに２つ程
度選び、具体的にどんな内容でその取り組みをしていったらいいか、
その取り組みに対して地域の方はどう関わっていったらいいか、そ
こに企業の方々にどう関わってほしいかについてワークシートにま
とめながら考えていきました。
各グループから出てきたアイデアのうち３つをご紹介します。
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お問い合わせ先
豊中市 都市計画推進部 都市整備課 北部整備係　担当：山本、森
TEL：06-6858-2674　FAX：06-6854-9534　
mail：hokubuseibi@city.toyonaka.osaka.jp

はじめに（豊中市 都市整備課 岸本主幹）

千里中央駅前地区では民間施設の建替を含めた再整備が
進められている中、一方では地域活動と掛け合わせるこ
とが必要です。そうすることで地域の価値が上がると思
っています。みなさまにはさまざまな形で関わっていた
だきながら、共にまちづくりを進めていきたいと考えて
います。引き続きご協力をよろしくお願いします。

今回の「これから千里」は、昨年度に実施したワークショップの続きの位置づけになります。施設の老朽化に伴っ

千里キャンドルロードの様子
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 バリアフリーマップ（トイレやエレベーター情報含   
む）の配布
市民活動を知れる、仲間募集やイベント情報
子どもを安全に遊ばせられる場所情報
地域の季節ごとのおすすめスポットやイベントの案
内
子どもウェルカムなお店情報
地域のちょっとした困りごと（草刈りなど）のアルバ
イト募集
→マチカネポイントなどで還元
千里中央エリア一帯の貸室の受付の一元化

バリアフリーマップのための調査と作成（市民ならで
はの観点）
季節ごとのおすすめスポット情報提供

ちょっとしたアルバイトの提供
子どもウェルカムなお店協力店

府営住宅の活用
学生がスマホ講座、お困りごと解決、グリスロ の運
転、子どもの宿題サポート、ひとり親家庭のサポート
などを実施する
高齢者が運営するカフェで学生に朝食を提供する
カフェの運営や学生の活動には、自治会や社会福祉
協議会などもサポートする
食事には小学校の校庭でつくる野菜の活用ができる

自治会活動に学生や外国人が関わる
住宅内の清掃、住民サービスに対して学生への特典
（アルバイト代等）

住戸：入居者に柔軟性をもたせる（単身、高齢、外国
人、障害者も入れるように）
大学：阪大キャンパスと連携し、留学生や地方出身学
生へ公団に住むことの利点を紹介、情報提供する/音
大とも連携し文化や音楽活動をフレイル予防に活用
企業：社員のボランティア活動、CSR

次回のご案内
マップお披露目会（対談あり）
　2024 年 2月 12 日（月・祝）18:00-21:00

◆テーマ：地域づくりにおいて大切にすべき価値とは

総合案内所＠駅周辺
高齢者や学生、障害者、留学生、企業の若手社員など
シェアハウスづくり＠住宅エリア

経済
×

コミュニティ

安田洋祐
（経済学者）

山崎亮
（コミュニティデザイナー）



自己紹介
今回始めて顔をあわせる参加者も多かったため、自己紹
介からスタートしました。お名前、参加の意気込み、参加
している地域活動、千里中央駅周辺のおすすめスポット
をまとめ、記入した用紙を見せながら紹介しました。イ
ラストで描かれたおすすめスポット情報に関してはどの
グループでも話に花が咲き、楽しそうな笑い声が会場全
体に響き渡っていました。

千里中央駅周辺エリア 住宅エリア

・空き店舗の提供　など
企業の協力

・お店の開店に挑戦する　など
市民の協力

空き店舗を活用したチャレンジショップ
新規に店舗を構える前のスター
トアップの場として空き店舗を
活用。軌道に乗れば空き店舗は
そのままお渡しします。

・市民の活動と協同する　など
企業の協力

・市民活動団体を立ち上げる　など
市民の協力

千里中央の拠点となる場には各地か
ら多くの人たちが集まります。豊か
な自然環境を活かしながら、人々で
賑わうイベントを開催しています。

多くの人が集まる四季に応じたイベント
企業や市民などによるまちに開かれた
取り組みに参加することで共通の通貨
（=コイン）が発行されます。コイン
は、飲食店などで利用でき参加する楽
しみを生み出しています。

・コインが使える場所や財源を提供する など
企業の協力

・活動をまちの人に披露する など
市民の協力

参加して循環するまちのコイン

新しい技術が試せる場をつくることに
より、まちが抱える課題を解決しつ
つ、技術の発展にもつなげています。

・新しい技術に挑戦する　など
企業の協力

・社会実験に参加する　など
市民の協力

新しいことにチャレンジできる
インキュベーションの場

幼いうちから企業の取り組み体験する
ことで、自分のまちに誇りを持つこと
ができ、地元で就職したいと考える
きっかけをつくることができています。

・職業体験会を開催する など
企業の協力

・見学会に参加する　など
市民の協力

企業のノウハウと
子どもの学び

・自社の取組を発表する など
企業の協力

・学びを発表する　など
市民の協力

コワーキングスペースで学生と社会人が交流
学生と社会人の両方が使えるコ
ワーキングスペースでは、お互
いの学びを伝えあい交流を図っ
ています。

・窓口に立つ人材を育てる　など
企業の協力

・千里のおすすめを伝える　など
市民の協力

千里中央地区にある窓口の案内を
企業が連携して日替わりで担当。
企業の特徴や、地域で行われてい
る取り組みを紹介しています。

企業などが日替わりで担当する総合案内所

・廃棄食材を提供する　など
企業の協力

・廃棄食材の活用を考える　など
市民の協力

飲食店からの食材を子ども食堂
に提供することで、食品を廃棄
する量を減らし、市民の豊かな
生活につなげています。

飲食店が連携したフードロスの取り組み

・AED講習の開催　など
企業の協力

・避難経路を考える　など
市民の協力

多くの人が集う駅周辺エリアでは
いざというときのために安全な場
所を把握しておくことや、助け合
える関係を日頃からつくっておく
ことが大事です。

市民と企業が連携した防災体験

周辺にある農家などから収穫される
野菜を使った食材を、地域の中で使
うことで、安心で安全な食生活につ
なげています。

・廃棄食材を提供する　など
企業の協力

・収穫した食材を提供する　など
市民の協力

地元の食材が楽しめる
飲食体験

イベントの案内や店舗のマップシェア
カートの情報など、エリアを楽しむ情
報が一元化されたアプリを使って、1日
の過ごし方を考えることができます。

・アプリの制作　など
企業の協力

・口コミの書き込み　など
市民の協力

千里の情報が
一元化されたアプリ

暮らしの利便性や安心を支える商業の場
地域の人や来訪者の交流でつながりが生まれる場
幅広い世代が学び、働く場
交通や情報の結節点としての場

After 2024
FUTURE ビジョン

世代を横断した関係がつくれる場
同じ年齢層同士が関係をつくれる場
転勤先として選ばれ、安心して暮らせるコミュニティがある場
お互いの暮らしを支え会える場

After 2024

ビジョン
FUTURE

・モビリティポートの整備　など
企業の協力

・モビリティの利用　など
市民の協力

モビリティによる移動手段の確保
起伏の激しく、また高齢化の課題
を抱える千里ニュータウンの新
たな移動手段としてモビリティ
を活用して買い物などに出かけ
ています。

・玩具の提供　など
企業の協力

・スタッフとして運営に関わる　など
市民の協力

両親が共働きであっても、団
地などの空き住戸を活用し
て、一時預かりができるよう
になっています。

空き住戸を活用した託児や食堂

・場所の提供　など
企業の協力

・暮らしのヒントを話す　など
市民の協力

遠方からの転居先として選ばれる
ことが多い千里ニュータウンで
は、転居後の暮らしやコミュニ
ティづくりを支える取り組みが開
催されています。

転勤してきた人が集えるコミュニティ

・野菜の提供　など
企業の協力

・レシピの開発　など
市民の協力

まちなかで収穫された野菜などを
使ったレストランで千里の食材を
使った料理を食べることができて
います。

千里で採れた食材を使った料理の販売

期限が切れそうな食品や使わなく
なった玩具などを必要としている
人の手に渡るように持ち寄ること
で、お互いの生活を助け合う暮ら
しができています。

・売れ残った商品の提供　など
企業の協力

・使わなくなったものの提供　など
市民の協力

期限が切れそうな
食品などを持ち寄る

買い物が不便な地域には、企業が
連携して、移動販売車に生活に必
要な商品を積んで各地をまわって
います。

・移動販売車の運営　など
企業の協力

・販売に合わせたイベントの開催　など
市民の協力

移動販売で
各地をまわる

火を起こし方やごはんの炊き方な
ど、地域の大人たちが子どもに教
えることで、日常的な防災意識を
高めています。

・道具の貸し出し など
企業の協力

・飯盒炊爨イベントの開催 など
市民の協力

遊びながら学べる
防災イベント

千里みらいマップ（仮）の紹介と意見交換

今回みなさんに提示させていただいた千里みらいマップ（仮）は、昨年度開催した市民ワークショップ、今年度実施し
た自治会へのヒアリング、企業ワークショップでいただいたご意見をもとに作成したものになります。地域の特徴（魅
力・課題）をもとに、特徴を活かした地域づくりや将来地域のみなさんや企業、行政が協働で実施する具体的な取り組
みを表現したものになります。それらを、千里中央駅周辺エリア、公園エリア、住宅エリアの３つに区分けして作成を
進めています。
今回はこのマップをみなさんに見ていただき、市民の立場として「掲載されている活動にどう関われそうか」「実現しや
すさの度合いはどうか」「具体的な取り組みの場所はどこがいいか」などについて意見やアイデアを出していただきま
した。

交通の整理が必要/千里周辺に農家はいないのでは？ /情
報が集まるアプリよりも、場の方が大事/情報が集約され
たアプリは、近隣４市のものが連携/防災のために、広場
も必要/子ども食堂は、対象外の人も有料でいいので使い
たい/総合案内所は企業の持ち回りではなく時給制で専
任スタッフを置く/サテライトオフィスやサテライト大
学/フードロス品の販売所/空きスペースを活用して”登
竜門”的な場所の復活/子どもたちが千里に戻ってきたく
なるような学びの場所/空き店舗でも活動ができる貸し
スペースに/階段が多いためバリアフリーを考えるべき/

グリスロが入れる/芝生と足湯/文化施設（場）をつくるこ
とにより、若者からシニアまでの文化活動を生む/市民活
動の相談・情報発信の場をつくる/個人が開店しやすいよ
うな補助制度や商店街ビジョンをつくる/若い母親の起
業の場/コワーキングスペース・シェアオフィスをつくる
/学生の集える場所/通過する人を留める施設や催し/子育
て世代が滞在できるスペース/早朝・深夜に過ごせる場所
/コワーキングスペースで飲食/活動拠点/北摂のアンテナ
ショップ/千里ニュータウンの変遷のVR体験/フードロス
を活用したカフェ /レンタルモビリティの充実

公園エリア

・飲食ができるキッチンカーの出店など
企業の協力

・野外映画祭の主催　など
市民の協力

公園という多世代の住民が利用
する場で、屋外で映画やスポーツ
観戦をすることで、ゆるやかな地
域の交流をつくっています。

屋外で映画やパブリックビューイング

・遊び道具の貸し出し など
企業の協力

・ゆるスポーツの開催 など
市民の協力

多世代が参加できるスポーツ
世代間の交流が図れるような、気
軽にできるスポーツを楽しむこ
とでお互いを見守り合う関係が
できています。

・キッチンカーでの出店　など
企業の協力

・買い物を楽しむ　など
市民の協力

緑道沿いでキッチンカーが楽しめる

公園周辺にある商業との一体的
な取り組みとして、公園内にキッ
チンカーが並ぶことで、自然の中
で買い物などを楽しんでいます。

・昆虫観察教室の開催 など
企業の協力

・自然環境の手入れ　など
市民の協力

緑道や公園の自然環境を残し続
けることで、子どもたちが自然の
中で遊ぶ楽しみを生み出してい
ます。

昆虫観察ができる場所に

・朝市の開催　など
企業の協力

・ヨガ教室の開催　など
市民の協力

整備された緑道でウォーキングや
ランニングをしつつ、朝市に寄っ
て買い物を楽しんだり、公園で開
催されているヨガなどの取り組み
に参加したりしています。

ウォーキングなど屋外を楽しみながら
地域のお店とつながれる

・キャンプ道具を貸し出す　など
企業の協力

・屋外の楽しみ方を伝える　など
市民の協力

遠方に出かけずとも千里には豊かな自
然が広がっていることを活かし、日帰
りでキャンプ楽しめる場所にします。

駅近のロケーションを活かして
エリア限定でキャンプ

団地が多く自宅の庭があまりない
千里ニュータウンでは、公園を自
宅の庭のように楽しみ、市民が手
入れする花壇ができています。

・廃材をアップサイクルした花壇づくり
　など

企業の協力

・花壇の水やり　など
市民の協力

市民が育てる花壇

千里ニュータウンは、車道と切り
離されて街が構成させているた
め、公園には静かな空間が広がっ
ています。ゆっくり読書を楽しん
だり、絵本の読み聞かせに耳を傾
けたりしています。

・本棚づくりに必要な
　資材や道具の提供 など

企業の協力

・読み聞かせの開催　など
市民の協力

屋外で楽しむ本屋さん

公園で生まれ育った竹などの緑を
活用して、地産地消のベンチや遊
具などをつくっています。

・工具の貸し出し　など
企業の協力

・竹林の管理　など
市民の協力

竹などの緑を活用した
公園の魅力づくり

備蓄倉庫など災害時に使用できる設
備を設置し、災害時にすぐに対応で
きるように防災学習の場にする。

・防災グッズを提供する　など
企業の協力

・防災キャンプをする　など
市民の協力

防災意識を高めるため
日常でも使用できる
避難用設備

屋外の自然環境を活用した取り組みが実施される場
千里中央地区と一体的な賑わいが体感できる場所
ウォーキングやランニングなど健康づくりができる場
市民や企業が樹木・草花・竹林を持続的に管理し自然環境を活かせる場

After 2024
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竹を食品として活用 / キャンプができる場所 / 花火 / 禁
止事項を減らす / 切るだけでなく景観を守る / 炊飯場の
活用 / 竹林の中の整理（ごみだらけで危ない）/ 打ち合
わせスペース / わかりやすい待ち合わせスポット / 工具
を自由に使える工房 /３ D プリンター / 雨でも集まれる
ような場所 / 公園と緑道がつながる / 公園の情報 / 移動
図書館 /BBQ 場も活用 / さまざまなコースのウォーキン
グマップ /昆虫や自然における語り部 /敷物を借りたい /
モルックができるような土壌を整えたスペース /展望台

を残したい・修理してほしい / 公園を防災拠点にするた
めに、日常的に楽しめる開かれた場にする / 緑を守り育
むための、事業者と市民の対話 / 駅前と緑の連携・一体
化 / 千里丘陵の自然を知る場 / ウォーキングの途中で休
憩できるお店 / 流しのこたつ / 防災教育を学校や地域と
連携してイベント化 / 早朝カフェ / 通勤時にも立ち寄れ
るカフェ / 砂場は子どもの遊びにも大切 / 駅から中央公
園までの間に屋台 / 企業が管理する花壇 / ウォーキング
講座 /ドッグラン /ペット交流イベント

集会所でごはん会 / マンションの共用部を住んでいなく
ても使える / 千里の中に魅力を残す / ドア to ドアのサー
ビスの担い手 / お金がかからない勉強スペース / 転勤者
の評判は大切 / 自由に使えるスペース（場）/ 単身者向
け住宅 /近隣センターの活用 /子どもが屋内で遊べる場 /
歩車分離は素晴らしいが階段なのが残念 / バリアフリー
ルートマップ /地域一帯のマップ（トイレ、エレベーター
など）/寺・神社は宝 /市民農園の食材 /北丘小学校のよ
うに校庭を菜園に活用する/オーガニック/高齢者・学生・
障害者のシェアハウス /集会所の活用 /外国人も住みや

すいまちに / やりたい・協力できる人のニーズをつなげ
る仕組み / 地域内での人的・金銭的ボランティア / 気軽
に参加できるきっかけ・イベント / 多様性を魅力に / 空
き住戸を民泊などに活用 / 思い入れのある住まいをどう
受け継ぐか / 自転車マナーの向上 / 高齢者の生活サポー
トチケット / 子どもから高齢者の孤立のフォロー / 高齢
者の心と身体の健康維持 / 多世代間でコミュニケーショ
ンを取れる場所 / 公民館の活用 / 自治会同士の連携 / 子
ども食堂は子ども同士の交流につながる / フードシェア
リングサービス


